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体に生息する種B：自然林から二
次林にかけて生息する種C：二次
林を中心に生息する種D：様々な
する種E：人工的環境を主体に生
亙林宍重田コナラニ表杯宇戻語宅ﾐ燕~芙雇モミ林鳶碩自宅ﾐ称
網掛け数値は統計的に有意な相関(t検定,P<005)を示す
環境に幅広く生息
息する種）に分けて点数化（A：5点，B：4点，C：
3点，D：2点，E：1点）し，環境の「自然性」を
評価する方法を考えた。「自然性」を表す評価点は，
以下の式で求める。
トクモスケダニ，ヤマトオオイカダニ，コブヒゲツブ
ダニ，ツノコソデダニなど暖地性のダニやイカダニ科
やツブダニ科の種を多く含むなど暖温帯的色彩が濃く
みられた。
(2)ササラダニ群集からみた多様性と類似度
各調査地点から得られたササラダニ群集の種類と個
体数から求めたFisheretaL（1943）の種多様度指数
(α)や，情報理論に基づく多様度指数・Shannon関数
(H1)，均等度指数(J')などを表7に示した。種多様度指
数(α)はlL3で，床鍋（184)，大松(155)，眼目(15.3）
より小さい値であった。Shannon関数(H')は423で，
床鍋と同じ値であるが，大松(436)，眼目（446）よ
りは小さく，4林中最も多様性が低いことを示してい
る。しかし，均等度指数(Ji)の値は眼目(1107)とほぼ
同じ1106で，床鍋(LOO9)，大松(LO82)より大きく，
均等度からみた種多様性は高いほうであった。これは，
室田コナラーモミ林では，氷見市床鍋モミ林と上市町
大松モミ林に見られた特定の数種が極端に多く出現す
るような現象がなかったからであろう。
4つのモミ林の類似性を検討するために，各ササラ
ダニ群集間の共通種数とJaccardの共通係数を表8に示
した。これによると，同じ上市町にある大松モミ林と
眼目モミ林のササラダニ群集が最も類似性が高く，次
いで大松モミ林と床鍋モミ林，室田コナラーモミ林と
眼目モミ林の111頁であった。
また，各林のササラダニ群集の種組成を標準化し，
その値をもとにして各林間のユークリッド距離を計算
し，War｡法によりデンドログラム化したものが図8
である。前述の類似関係をよく反映している。室田コ
ナラーモミ林のササラダニ群集は，床鍋モミ林のササ
ラダニ群集との類似性は低く，地理的に近い上市町の
モミ林，特に眼目モミ林との類似性が高いことがわかっ
た。
（A群の種数×5＋B群の種数×4＋C群の種数×3
＋D群の種数×2＋E群の種数×1）÷A～E群の
合計種数
評価点が5に近づくほどその場所の自然性は高く，
lに近づくほど自然性が低いことを表すとしている。
本調査地におけるA群～E群の出現状況は表6のとお
りで，これを上の式に当てはめて評価点を求めたとこ
ろ307であった。床鍋(346)，大松(322）より低く，
眼目(290）に近い値であった。
(4)MGP分析｜による検討
ササラダニ類は，原始的で生殖門とI工門が密接して
いる接門類Macropylina（M群)と，生殖門・’1門が
分離していてかつ翼状突起を持たない無翼類
Gymnonoda（G群)と翼状突起を持つ有翼類Poronota
(P群)に分けられる。青木(1983)は，これら3群の種
数または個体数の相対的比較によってササラダニ群集
の性格を調べることを提唱し，MGP分析と名付けた。
このうち，種数を用いるMGP分析Iの方法で表した
のが図9である。床鍋，大松，眼目と同じG型（森林
型）を示したが，各群の割合を比較すると，室田コナ
ラーモミ林だけが，M群よりP群の割合の方が若干高
かった。
(5)森林構造とササラダニ群集
ササラダニ群集の多様性等が森林構造のどんな要素
に影響を受けるかを検討するために，4つの林分のデー
タをもとに，いくつかの項目について相関関係を調べ
??
佐藤卓ほか
たところ表9のようになった。その結果，森林群落の
密度（D）とササラダニ類のShannon関数(H1)の間
(図10A)，および基底面積合計と均等度指数(J'）2の
間に明らかな負の相関関係が見られた。また，森林群
落の密度とササラダニ類の出現個体数の間と，森林群
落の種多様度指数(α）とササラダニ類のShannon関数
(Hi)の間（図lOB）に正の相関傾向が，森林群落の樹
冠面積合計とササラダニ類のShannon関数(Hi)の間に
負の相関傾向がそれぞれ見られた。これらの相関が他
のモミ林についても言えるのか，また，モミ林以外の
植生についても言えるのかなど，今後さらにデータを
増やして検討していきたい。
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富山県魚津市室田のコナラーモミ林の森林構造とササラダニ群集
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魚津市室田コナラーモミ林の相観
魚津市室田コナラーモミ林のモミ個体近くの林冠方向
魚津市室田コナラーモミ林の林床に見られるモミの実生
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